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地理・解答解説 

P1 世界の姿 

（1）7：3  （2）ユーラシア大陸  （3）オセアニア州   

（4）X：大西洋
たいせいよう

 Y：インド洋 Z：太平洋
たいへいよう

  （5）Ⅰ：島国
しまぐに

（海洋国） Ⅱ：内陸
ないりく

国
こく

   

（6）本
ほん

初
しょ

子
し

午
ご

線
せん

  （7）赤道
せきどう

  （8）②  （9）北西  （10）ブエノスアイレス 

※（2）六大陸は面積の大きい順に, ユーラシア大陸・アフリカ大陸・北アメリカ大陸・南アメリカ大陸・南極大陸・オーストラリア大陸 

 （3）六つの州は, アジア州・ヨーロッパ州・アフリカ州・北アメリカ州・南アメリカ州・オセアニア州 

 （4）三大洋は面積が大きい順に, 太平洋, 大西洋, インド洋 

（8）地図 1 のメルカトル図法では, 赤道から離れるほど実際よりも大きく表示される。②は赤道上にある。 

（9）（10）地図 2の正距方位図法は, 中心(東京)からの距離と方位が正しくなるように作られている。 

 

P2 世界の気候と生活 

（1）①：明石
あ か し

 ②：135  （2）日付変更線  （3）カイロ：1 月 8 日午前 2 時  

ブエノスアイレス：1 月 7 日午後 8 時  （4）ローマ：ア カイロ：オ イルクーツク：エ  

シンガポール：イ ブエノスアイレス：ウ  （5）ウ  （6）永
えい

久
きゅう

凍
とう

土
ど

 

※（3）日本の標準時子午線は東経 135 度で, カイロは東経 30 度なので, 時差は(135－30)÷15＝7(時間)  

   ブエノスアイレスは西経 60 度なので, 時差は(135＋60)÷15＝13(時間) 

（4）ローマは冬にやや雨が多く, 夏に雨が少ない地中海性気候。カイロは極端に雨が少ない乾燥帯に属する。 

  イルクーツクは短い夏と寒さが厳しい冬の気温差が大きい冷帯（亜寒帯）に属する。 

  シンガポールは一年中暑く, スコールなどによって降水量が多い熱帯雨林気候。 

  ブエノスアイレスは南半球にある温暖湿潤気候なので, 7 月ごろに気温が最も低くなる。 

（5）風通しをよくして, 熱や湿気がこもらないようにするために高床にしている。アは地中海沿岸でみられる,  

夏の強い日差しをさえぎるために窓を小さくした石でできた家。イはモンゴルでみられる移動式の住居。 

 

P3 アジア 

（1）①：一人っ子 ②：漢
かん

(漢民)  （2）経済
けいざい

特
とっ

区
く

 

（3）①：仏 ②：ヒンドゥー ③：イスラム （4）ASEAN
ア セ ア ン

 （5）①：季節風(モンスーン) ②：X 

（6）インド  （7）プランテーション  （8）ICT(関連)産業  （9）OPEC
オ ペ ッ ク

 

※（3）フィリピンではキリスト教, マレーシアやインドネシアではイスラム教が主に信仰されている。 

（5）夏は海→陸にふくので降水量が多い雨季になり, 冬は海←陸にふくので乾季になる地域が多い。 

  また, 東南アジアでは, 降水量が多いため年に 2 回米を収穫する二期作ができる地域もある。 

 （8）インドの準公用語が英語で, アメリカと約半日の時差があるため, アメリカの企業が発注した仕事を 

アメリカが夜の間にインドの企業が行うことができ, 効率的に仕事ができている。 

 

P4 ヨーロッパ 

（1）フィヨルド  （2）X：偏西
へんせい

 Y：北
きた

大西洋
たいせいよう

海流
かいりゅう

  （3）①：ラテン ②：スラブ 

（4）キリスト教  （5）EU  （6）ユーロ  （7）パスポート  （8）航
こう

空
くう

機
き

 

（9）経
けい

済
ざい

格
かく

差
さ

  （10）オリーブ, ぶどう, 小麦  

※（2）地図の北緯 40度線は日本の秋田県を通る。（5）政治・経済でアメリカなどの大国に対抗するために統合した。 

 （10）アルプス山脈より南の地域では, 夏は乾燥に強いオリーブ, ぶどう, オレンジなどを, 冬は小麦を栽培する 

地
ち

中
ちゅう

海
かい

式
しき

農業が盛ん。アルプス山脈の北側では, 家畜の飼育と小麦の栽培を組み合わせた混合
こんごう

農業が盛ん。 

さらに北の地域では, 乳牛を飼い, バターやチーズなどを生産する酪農
らくのう

が行われている。 

キ
リ
ト
リ
✂ 

解答は右の QR コードから

も見ることができます。→ 
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P5 アフリカ 

（1）サハラ砂漠  （2）サヘル  （3）ウ  （4）植
しょく

民
みん

地
ち

   

（5）①：イスラム ②：キリスト  （6）レアメタル  （7）モノカルチャー経済 

（8）①：原
げん

油
ゆ

 ②：カカオ豆 ③：ダイヤモンド  （9）フェアトレード 

※（4）民族の境界線と国境線が一致しないため, 民族間の対立や内戦が起きることもある。 

 （7）天候や景気によって価格が変動するため, 収入が安定しないという問題がある。 

 

P6 北アメリカ 

（1）①：ロッキー ②：アパラチア  （2）あ：乾燥 い：温  （3）適
てき

地
ち

適
てき

作
さく

 

（4）企
き

業
ぎょう

的
てき

農
のう

業
ぎょう

  （5）センターピボット  （6）Y：とうもろこし・大豆
だ い ず

 Z：綿
めん

花
か

 

（7）サンベルト  （8）シリコンバレー  （9）ヒスパニック 

※（2）太平洋沿岸のカリフォルニア州は地中海性気候, フロリダ半島の南端は熱帯, 五大湖周辺は冷帯である。 

 （6）アメリカの綿花, とうもろこし, 大豆, 小麦の輸出量は世界上位である。 

 

P7 南アメリカ 

（1）B  （2）アルパカ, リャマ  （3）セルバ  （4）パンパ  （5）焼畑
やきはた

農業 

（6）①：ポルトガル語 ②：スペイン語  （7）大豆
だ い ず

  （8）バイオエタノール(バイオ燃料) 

※（1）ブラジリアよりラパスの標高が高いため, 月別平均気温は年間を通して低い。 

 （2）アルパカの毛は衣服や帽子作りに, リャマは荷物運びに使われる。 

 （7）かつてのブラジルはコーヒー豆が輸出の中心だったが, 近年では大豆や鉱産資源, 工業製品なども輸出している。 

 

P8 オセアニア 

（1）乾燥  （2）①：アボリジニ ②：マオリ  （3）植民地  （4）白
はく

豪
ごう

主義
し ゅ ぎ

 

（5）多文化社会  （6）羊  （7）■：石炭
せきたん

 ▲：鉄
てっ

鉱石
こうせき

  （8）中国  （9）APEC
エイペック

 

※（6）かつてのオーストラリアは羊毛が輸出の中心だったが, 近年は鉄鉱石などの鉱産資源が輸出の中心である。 

 

P9 日本の姿 

（1）①：38 ②：47  （2）①：排
はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

 ②：200 

（3）①：択捉
えとろふ

島
とう

 ②：南鳥
みなみとり

島
しま

 ③：沖
おき

ノ
の

鳥
とり

島
しま

 ④：与
よ

那
な

国
ぐに

島
じま

  （4）長さが短く, 流れが急。 

（5）扇
せん

状
じょう

地
ち

  （6）三
さん

角
かく

州
す

  （7）A：日本海流(黒潮
くろしお

) B：対馬
つ し ま

海流 C：千
ち

島
しま

海流(親潮
おやしお

) 

（8）潮
しお

目
め

(潮
しお

境
ざかい

)  （9）リアス海岸  （10）大陸棚
たいりくだな

 

※（3）日本は, 沖ノ鳥島のまわりの排他的経済水域が失われることを防ぐために護岸
ご が ん

工事を行った。 

 （5）の扇状地は水はけがよいため果樹園に,（6）の三角州は水が得やすいので水田に利用されることが多い。 

 （9）リアス海岸は湾が多く, 海面がおだやかなので養殖
ようしょく

が盛んに行われている。 

 

P10 日本の気候と自然 

（1）釧路：ウ 新潟：エ 松本：イ 名古屋：カ 岡山：オ 那覇：ア  （2）変動帯
へんどうたい

 

（3）ハザードマップ(防災マップ) （4）①：畑 ②：果樹
か じ ゅ

園
えん

 ③：広葉
こうよう

樹林
じゅりん

 ④：警察
けいさつ

署
しょ

 ⑤：寺
じ

院
いん

  

⑥：老人ホーム  （5）1250m  （6）火力発電  （7）フランス  （8）再生可能エネルギー 

※（1）釧路は寒さが厳しい北海道の気候。新潟は北西の季節風の影響で冬に多くの雪が降る日本海側の気候。 

   松本は平均気温が低く, 雨が少ない中央高地の気候。名古屋は冬は乾燥し, 夏は雨が多い太平洋側の気候。 

   岡山は年間を通して降水量が少ない瀬戸内の気候。那覇は冬でも温暖で１年中雨が多い南西諸島の気候。 
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（2）代表的な変動帯には, アルプス山脈, ヒマラヤ山脈などが連続するユーラシア南部や, 日本やロッキー山脈,  

アンデス山脈, ニュージーランドなどの太平洋をとりまく地域のように, 高い山々が帯状に連なる所がある。 

（4）その他の主な地図記号 

 

 

 （5）25000×5＝125000[cm]＝1250[m] 

 （6）ほぼ輸入に頼っている燃料(石油, 石炭, 天然ガス)の輸入に便利な, 臨海部に火力発電所は多い。 

 （7）カナダとブラジルは水力発電の割合が他の国よりも高い。 

 

P11 九州地方 

（1）カルデラ  （2）地
ち

熱
ねつ

発電  （3）シラス  （4）畜産
ちくさん

  （5）促成
そくせい

栽培  （6）3 

※（3）シラス台地は水持ちが悪く稲作には向かないため, さつまいも, 茶などの畑作や豚などの畜産業が盛ん。 

 （5）きゅうりやピーマンの促成栽培が盛ん。（6）第 1次産業は農業, 漁業など, 第 2次産業は製造業, 建設業など。 

 

P11 四国・中国地方 

（1）①：季節 ②：少ない  （2）本
ほん

州
しゅう

四
し

国
こく

連
れん

絡
らく

橋
きょう

  （3）なす,  ピーマン 

（4）石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

コンビナート  （5）加
か

工
こう

貿
ぼう

易
えき

  （6）産業
さんぎょう

の空
くう

洞
どう

化
か

 

※（1）瀬戸内は降水量が少ないので, 讃岐
さ ぬ き

平野にはため池が多くみられる。また, 山陰は冬に北西からふく季節風 

の影響で雪や雨が多くなり, 南四国は夏に南東からふく季節風と台風の影響で雨が多くなる。 

 （2）交通網が整備された結果, 大都市に買い物客が引き寄せられる現象をストロー現象という。 

 

P12 近畿地方 

（1）みかん,  梅  （2）ニュータウン  （3）景観
けいかん

  （4）阪神
はんしん

工業地帯  （5）太平洋ベルト 

※（1）三重県のリアス海岸がつづく志摩半島では, 真珠の養殖が盛ん。 

 

P12 中部地方 

（1）フォッサマグナ  （2）日本アルプス  （3）山梨県  （4）抑制
よくせい

栽培   

（5）施
し

設
せつ

園
えん

芸
げい

農業  （6）中 京
ちゅうきょう

工業地帯  （7）地場
じ ば

 

※（3）静岡県では茶の生産が盛ん。新潟県では米の生産が盛ん。 

 （4）他の産地の野菜の出荷量が少ない時期に出荷できるため, 高い価格で販売できる。レタスの生産が盛ん。 

 （7）日本海側は冬に雪が多く, 農作業ができない冬の間の副業として発展した。 

 

P13 関東地方 

（1）関東ローム  （2）ア  （3）ヒートアイランド現象  （4）昼間人口 

（5）近郊
きんこう

農業  （6）京浜
けいひん

工業地帯 

※（4）近隣の県から東京都内に通勤や通学している人が多いため, 昼間人口の方が多くなる。 

 （5）大消費地に近い地域で生産すると, 輸送費が安く, 新鮮な農産物を届けることができる。 

 

P13 北海道・東北地方 

（1）やませ  （2）①：青森 ②：山形  （3）岩手県  （4）十勝
と か ち

平野 

（5）酪農
らくのう

  （6）エコツーリズム 

※（1）やませによって夏の気温が異常に低くなり, 生産が盛んな稲などの農産物に被害が出ることを冷害
れいがい

という。 

 （5）東京などの大消費地から離れているため, バターやチーズに加工して全国に出荷している。 

 市役所 
(東京都の区役所)  高等学校  病院  工場 

 町・村役場  神社  発電所  田 

 小・中学校  郵便局  消防署  針葉樹林 

 

キ
リ
ト
リ
✂ 
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歴史・解答解説  

P14 文明のおこりと日本の始まり 

（1）①：象形
しょうけい

 ②：メソポタミア ③：インダス ④：甲骨
こうこつ

  （2）B  （3）殷
いん

   

（4）始
し

皇
こう

帝
てい

  （5）万里
ば ん り

の長 城
ちょうじょう

  (6) 漢
かん

  （7）ポリス  （8）ヘレニズム  

（9）イ  （10）貝塚
かいづか

    （11）たて穴住居  （12）土
ど

偶
ぐう

 

※（2）A はエジプト文明, Cはインダス文明, D は中国文明が栄えた。（6）ローマ帝国と中国を結ぶ陸の交易路。 

（9）アは縄文時代の三
さん

内丸山
ないまるやま

遺跡, ウは弥生時代の吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡の位置。 
 

P15 弥生時代 

（1）高床
たかゆか

倉庫  （2）①：奴
な

国
こく

 ②：金印
きんいん

  （3）卑弥呼
ひ み こ

  （4）前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

  （5）ウ 

（6）大和
や ま と

政権(ヤマト王権)  （7）渡
と

来
らい

人
じん

 

※（1）弥生時代に中国や朝鮮半島から九州北部に稲作が伝わった。稲作とともに青
せい

銅
どう

器
き

や鉄器なども伝えられた。 

 （3）魏
ぎ

志
し

倭
わ

人伝
じんでん

によると, 邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女王卑弥呼
ひ み こ

は 30 ほどの国を従えており, 239 年に魏
ぎ

に使いを送っている。 

 （4）古墳のまわりには埴輪
は に わ

が置かれた。 （5）大阪府堺
さかい

市。 （6）大和政権の中心人物は「大王
おおきみ

」とよばれた。 
 

P15～16 飛鳥時代 

（1）聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

  （2）冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

  （3）十七条の憲法  （4）遣
けん

隋
ずい

使
し

  （5）法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

 

（6）大化
た い か

の改新
かいしん

  （7）公
こう

地
ち

・公民
こうみん

  （8）白
はく

村江
すきのえ

の戦い  （9）①：壬申
じんしん

 ②：天
てん

武
む

 

※（5）日本で最初の仏教文化を飛鳥文化という。（6）中大兄皇子はのちに天智
て ん じ

天皇, 中臣鎌足はのちの藤原鎌足。 

 

P16 奈良時代 

（1）大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

  （2）平
へい

城
じょう

京
きょう

  （3）和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

  （4）班田収授法
はんでんしゅうじゅのほう

  （5）ア：租
そ

 イ：調
ちょう

 

（6）防人
さきもり

  （7）墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざいの

法
ほう

  （8）正
しょう

倉
そう

院
いん

  （9）仏教の力で国を守るため。 

（10）①：日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

 ②：風土記
ふ ど き

 ③：万葉集
まんようしゅう

 

※（5）男子の方が女子より税負担が重かったので, 負担をまぬがれるため性別を偽
いつわ

って申告する人が多かった。 

 （7）人口増加により口
く

分
ぶん

田
でん

が不足するようになったので, 人々に開墾
かいこん

をすすめる墾田永年私財法を出した。 

 （9）聖武天皇のころの仏教と唐の影響を強く受けた文化を天平
てんぴょう

文化という。 
 

P17 平安時代 

（1）桓
かん

武
む

天皇  （2）①：天台
てんだい

 ②：真言
しんごん

  （3）菅原道真
すがわらのみちざね

   

（4）①：天皇のきさき ②：次の天皇  （5）摂関
せっかん

政治  （6）国風
こくふう

文化   

（7）①：源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

 ②：枕草子
まくらのそうし

  （8）ウ  （9）院政
いんせい

  （10） 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

  （11）宋
そう

 

※（1）桓武天皇は, 坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任命して東北地方へ派遣し, 支配を広げた。 

（3）唐のおとろえと往復の危険を理由に進言した。 （8）アは奈良時代の正倉院, イは室町時代の金閣。 

 （10）平清盛も藤原氏と同様に, 自分の娘を天皇のきさきにし, 生まれた子どもを次の天皇にして実権を握った。 
 

P17～18 鎌倉時代 

（1） 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

  （2）守
しゅ

護
ご

  （3）地
じ

頭
とう

  （4）①：御
ご

恩
おん

 ②：奉公
ほうこう

  （5）執権
しっけん

   

（6）承
じょう

久
きゅう

の乱  （7）六
ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

  （8）御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞永
じょうえい

式目）   

（9）①：元寇
げんこう

 ②：フビライ・ハン  （10）北条時宗
ときむね

  （11）(永
えい

仁
にん

の)徳
とく

政令
せいれい

   

（12）後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇  （13）運慶
うんけい

  （14）平家物語  （15）①：法
ほう

然
ねん

 ②：浄土
じょうど

真
しん

 ③：栄西
ようさい

 

※（5）これを執権政治という。 （6）の結果, 幕府の支配力は東日本だけでなく西日本にまで及ぶようになった。 

 （9）奉公として戦いに参加した御家人は, 恩賞
おんしょう

の土地がもらえず幕府への不満が高まった。 

だいおう 

はくそんこう 

えいさい 

なのくに 
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P19～20 室町時代 

（1）建
けん

武
む

の新政
しんせい

  （2）足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

  （3）守護大名  （4）足利義
よし

満
みつ

  （5）管領
かんれい

  （6）勘合
かんごう

  

（7）①：琉 球
りゅうきゅう

 ②：中継
なかつぎ

  （8）二
に

毛作
もうさく

  （9）①：定期 ②：馬
ば

借
しゃく

 ③：問
とい

 

（10）土
ど

倉
そう

, 酒
さか

屋
や

  （11）座
ざ

  （12）惣
そう

  （13）土
つち

一
いっ

揆
き

  （14）応仁
おうにん

の乱  （15）下剋上
げこくじょう

 

（16）分
ぶん

国
こく

法  （17）金閣
きんかく

  （18）足利義
よし

政
まさ

  （19）書院造
しょいんづくり

  （20）雪
せっ

舟
しゅう

 

（21）ルネサンス(文芸
ぶんげい

復興
ふっこう

)  （22）宗教改革  （23）イエズス会  （24）コロンブス 

（25）バスコ・ダ・ガマ  （26）マゼラン  （27）エ  （28）①：南蛮
なんばん

 ②：生糸
き い と

 ③：銀 

※（6）正式な貿易船と海賊
かいぞく

活動を行っていた倭
わ

寇
こう

を区別するために勘合が使われた。（日明貿易または勘合貿易） 

 （17）足利義満のころの文化を北山文化, 足利義政のころの文化を東山文化という。北山文化のときに 

観
かん

阿
あ

弥
み

・世阿弥
ぜ あ み

親子によって田楽
でんがく

や猿楽
さるがく

は「能
のう

」として大成され,「狂言
きょうげん

」は能の合間に演じられた。 

 （23）日本には 1549 年, フランシスコ・ザビエルが来てキリスト教を広めた。 （27）鹿児島県の種子島
たねがしま

。 

 （28）島根県の石
いわ

見
み

銀山から産出した銀を輸出していた。現在, 石見銀山は世界遺産に登録されている。 
 

P21 安土桃山時代 

（1）織田
お だ

信長
のぶなが

  （2）楽
らく

市
いち

・楽
らく

座
ざ

  （3）豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

  （4）太
たい

閤
こう

検
けん

地
ち

  （5）刀狩
かたながり

 

（6）兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

  （7）狩野
か の う

永
えい

徳
とく

  （8）千利休
せんのりきゅう

  

※（3）豊臣秀吉は, 明の征服を目指して朝鮮に 2度出兵したり, キリスト教の宣教師の国外追放を命じたりもした。 

（7）桃山文化は, 大名や豪商
ごうしょう

たちの権力や富を背景にした豪華で壮大な文化。出雲
い ず も

の阿国
お く に

のかぶき踊りも有名。 
 

P21～23 江戸時代 

（1）徳川家康
いえやす

  （2）外
と

様
ざま

大名  （3）武家
ぶ け

諸法度
しょはっと

  （4）①：参勤
さんきん

交代
こうたい

 ②：徳川家光
いえみつ

 

（5）五人組  （6）①：朱印状
しゅいんじょう

 ②：朱印
しゅいん

船
せん

  （7）絵
え

踏
ふみ

  （8）島原
しまばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

   

（9）オランダ  （10）朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

  （11）①：備中
びっちゅう

ぐわ ②：千
せん

歯
ば

こき  （12）蔵
くら

屋
や

敷
しき

   

（13）朱子
し ゅ し

  （14）①：松尾芭蕉
ばしょう

 ②：近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

  （15）享保
きょうほう

の改革   

（16）公
く

事
じ

方
かた

御
お

定
さだめ

書
がき

  （17）目
め

安
やす

箱
ばこ

  （18）百 姓
ひゃくしょう

一揆
い っ き

  （19）打ちこわし   

（20）田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

  （21）寛政
かんせい

の改革  （22）寺
てら

子
こ

屋
や

  （23）異国船打払令
いこくせんうちはらいれい

   

（24）大塩
おおしお

平八郎
へいはちろう

  （25）水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

  （26）本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

  （27）解体
かいたい

新書
しんしょ

  （28）伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

  

（29）①：葛飾
かつしか

北斎
ほくさい

 ②：歌川
うたがわ

広重
ひろしげ

（安藤広重）  （30）ア→エ→ウ→イ 

※（4）大名は, 往復の費用や江戸での生活のために多くの出費をしいられ, 経済力が弱められた。 

 （6）の結果, 東南アジア各地に日本人が進出し, 日本町がつくられた。（20）株仲間…商人による同業者の組織 

 （21）昌平坂学問所をつくり，朱子学以外の学問を禁じたり, 旗本や御家人の借金を帳消しにしたりもした。 

 （30）アは 1716～45 年, イは 1841～43 年, ウは 1787～93 年, エは 1772～86 年 
 

P24 欧米の進出 

（1）権
けん

利
り

章
しょう

典
てん

（権利の章典）  （2）ワシントン  （3）人権宣言  （4）産業革命   

（5）①：アヘン戦争 ②：南京
ナンキン

条約  （6）リンカン 

※（5）清が敗れたことを知った水野忠邦は, 異国船打払令を緩和し, 外国船にまきや水を与えるようにした。 
 

P24 江戸時代末期 

（1）ペリー  （2）日米和
わ

親
しん

条約  （3）日米修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条約   

（4）アメリカに領
りょう

事
じ

裁判権が認められていたこと。 日本に関税
かんぜい

自主権がなかったこと。 

（5）尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

運動  （6）大政
たいせい

奉還
ほうかん

  （7）王
おう

政
せい

復
ふっ

古
こ

の大号令  （8）戊
ぼ

辰
しん

戦争 

※（3）函館, 新潟, 横浜, 神戸, 長崎を開港し, 外国との貿易が始まると, 横浜から大量の生
き

糸
いと

が輸出された。 

ど 

キ
リ
ト
リ
✂ 
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P25～26 明治時代 

（1）五
ご

箇
か

条
じょう

の御
ご

誓
せい

文
もん

  （2）版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

  （3）廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

  （4）学制
がくせい

  （5）徴
ちょう

兵
へい

令
れい

 

（6）地租
ち そ

改正
かいせい

  （7）富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

  （8）富岡製糸場
とみおかせいしじょう

  （9）文明開化  （10）福沢
ふくざわ

諭
ゆ

吉
きち

 

（11）岩倉
いわくら

使節団
しせつだん

  （12）自由民権運動  （13）西南
せいなん

戦争  （14）自由   

（15）①：伊藤博文
ひろぶみ

 ②：ドイツ(プロイセン)  （16）天皇  （17）①：25 ②：男子 （18）陸奥
むつ

宗
むね

光
みつ

 

（19）甲
こう

午
ご

農民戦争  （20）下関
しものせき

条約  （21）三国
さんごく

干渉
かんしょう

  （22）義
ぎ

和
わ

団
だん

事件  （23）日英
にちえい

同盟  

（24）与謝野
よ さ の

晶子
あ き こ

  （25）ポーツマス条約  （26）賠償
ばいしょう

金
きん

  （27）野
の

口
ぐち

英
ひで

世
よ

 

※（6）地租改正反対一揆が起こり, 1877 年には地租は地価の 3％から 2.5％に引き下げられた。 

 （8）富岡製糸場のように, 欧米から進んだ技術や機械を入れて, 近代的な産業を育てる政策を殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

という。 

（17）帝国議会は, 衆議院(選挙で選ばれた議員)と貴族院(皇族や天皇が任命した者)の二院制がとられていた。 

（18）関税自主権は 1911年, 小村
おむら

寿
じゅ

太郎
たろう

が完全回復に成功した。（20）この賠償金で北九州に八幡
やはた

製鉄所を建てた。 
 

P27 第一次世界大戦 

（1）①：三国協 商
きょうしょう

 ②：三国同盟  （2）1914 年  （3）イギリス  （4）二十一か条の要求 

（5）レーニン  （6）シベリア出兵  （7）①：パリ ②：ベルサイユ条約  （8）ウィルソン 

（9）ワシントン会議  （10）三・一独立運動  （11）五・四運動  （12）ガンディー   

※（8）本部はスイスのジュネーブに置かれた。また, 提唱国のアメリカは不参加であった。 
 

P28 大正デモクラシー 

（1）米
こめ

騒動
そうどう

  （2）原敬
はらたかし

  （3）普通選挙法  （4）治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法  （5）ラジオ放送 
 

P28～29 昭和時代 

（1）世界恐慌
きょうこう

  （2）ニューディール政策(新規まき直し政策)  （3）ブロック経済 

（4）五か年計画  （5）ファシズム  （6）満州事変  （7）五・一五事件  （8）国際連盟 

（9）二・二六事件  （10）日中戦争  （11）国家総動員法 

※（2）当時のアメリカ大統領はローズベルト大統領。日本はアメリカへの生糸の輸出が減って打撃を受けた。 

 （3）本国と植民地の貿易を拡大する一方で, それ以外の国の関税を高くする政策のこと。（4）指導者はスターリン。 

 （7）によって政党内閣の時代が終わり,（9）によって軍部は政治的な発言力を強めていった。 

 

P29 第二次世界大戦 

（1）①：1939 ②：ポーランド  （2）日
にち

独
どく

伊
い

三国同盟  （3）石油   

（4）①：真珠
しんじゅ

 ②：太平洋  （5）広島, 長崎  （6）ポツダム 

※（3）イギリス, オランダ, 中国がアメリカに同調し, ABCD包囲陣ができる。 
 

P29～30 戦後 

（1）マッカーサー  （2）①：20 ②：男女  （3）農地改革  （4）財閥
ざいばつ

解体  （5）1947 年  

（6）教育基本法  （7）冷戦(冷たい戦争)  （8）朝鮮  （9）自
じ

衛
えい

隊
たい

  （10）サンフランシスコ平和条約 

（11）日
にち

米
べい

安
あん

全
ぜん

保
ほ

障
しょう

条
じょう

約
やく

  （12）日ソ共同
きょうどう

宣言
せんげん

  （13）高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成長   

（14）石
せき

油
ゆ

危
き

機
き

(オイル・ショック)  （15）日中共同声明  （16）マルタ  （17）バブル 

※（3）小作農家が減り自作農家が増えた。 （5）日本国憲法によって主権者は天皇から国民にかわった。 

 （7）西側陣営を北大西洋条約機構(NATO), 東側陣営をワルシャワ条約機構という。 

 （8）韓国を助けるためにアメリカ軍などの国連軍が参戦した。アメリカは大量の軍事物資を日本に発注したため,  

日本経済は不景気から回復し, 復興を早めることができた。これを特需
とくじゅ

景気という。 

 （10）このときの日本の首相は吉
よし

田茂
だしげる

。沖縄を日本に復帰させたときの首相は佐藤栄作
えいさく

。 
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公民・解答解説 

P31 現代社会と私たち 

（1）グローバル化  （2）国際
こくさい

分業
ぶんぎょう

  （3）ア  （4）少子
しょうし

高齢化
こうれいか

  （5）核
かく

家
か

族
ぞく

世
せ

帯
たい

 

（6）①：情報リテラシー ②：情報モラル  （7）効率：イ 公正：ア  （8）多数決 

※（3）米はほぼ 100％, イは野菜, ウは肉類, 非常に低いエは小麦。日本の食料自給率はカロリーベースで約 38％。 

 （4）少子高齢化が進むと, 社会保障を支える現役世代の経済的な負担が大きくなるという問題が起こる。 

（5）近年は核家族世帯や一人暮らしの単身世帯が増加傾向にある。 

 （7）効率：時間, お金, 労力などを無駄なく使う。公正：一人一人を尊重して不当な扱いを受けないようにする。 

 

P31～32 人権と日本国憲法 

（1）モンテスキュー （2）①：法 ②：立憲
りっけん

  （3）国民主権, 平和主義, 基本的人権の尊
そん

重
ちょう

 

（4）象 徴
しょうちょう

  （5）国
こく

事
じ

行
こう

為
い

  （6）ウ  （7）非
ひ

核
かく

三
さん

原
げん

則
そく

  （8）①：3 分の 2 ②：国民投
とう

票
ひょう

   

※（2）日本国憲法は, 国の最高法規であるので, 憲法に違反する法律や命令は無効になる。 

（6）条約の締結は内閣の仕事。その他は, 内閣総理大臣や最高裁判所長官の任命, 栄典の授与, 国会の召集など。 

 

P32～33 基本的人権と共生社会 

（1）平等  （2）男女雇
こ

用
よう

機
き

会
かい

均等法  （3）男女共同参画
さんかく

社会基本法  （4）バリアフリー 

（5）A：イ B：ウ C：ア  （6）ウ  （7）ワイマール憲法  （8）生存
せいぞん

権  （9）団結
だんけつ

権,  

団体交渉
こうしょう

権, 団体行動権  （10）参政
さんせい

権  （11）請願
せいがん

権  （12）請求
せいきゅう

権  （13）環境権  

（14）環境アセスメント(環境影
えい

響
きょう

評価)  （15）自己
じ こ

決定権
けっていけん

  （16）インフォームド・コンセント 

（17）①：知る ②：情報公開  （18）プライバシーの権利  （19）公共の福
ふく

祉
し

  （20）世界人権宣言 

※（3）育児などで退職する人が多い 30 代女性の就業率は, 他の年代より低い。 （6）ウは経済活動の自由。 

 （10）参政権には, 自分が選挙に立候補できる被選挙権や, 最高裁判所の裁判官の国民審査権も含まれる。 

（13）建物を階段状にして周りの建物の日当たりをさまたげない工夫などがされている。 

（20）世界人権宣言に法的な効力をもたせるため, 1966 年に国際人権規約が採択された。 

 

P34 選挙制度 

（1）間接
かんせつ

民主制
みんしゅせい

(議
ぎ

会
かい

制
せい

民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

)  （2）①：普通 ②：秘密  （3）小選挙区制   

（4）比
ひ

例
れい

代
だい

表
ひょう

制
せい

  （5）一票の格差  （6）①：与
よ

党
とう

 ②：野
や

党
とう

  （7）連立
れんりつ

政権
せいけん

   

（8）政権
せいけん

公
こう

約
やく

(マニフェスト)  （9）世
よ

論
ろん

  （10）メディアリテラシー 

※（3）小選挙区制は, 比例代表制に比べて死票が多くなり, 少数意見を反映しにくい。 

 （4）現在の日本の衆議院議員の選挙は, 小選挙区制と比例代表制を組み合わせた, 小選挙区比例代表並立制。 

 

P34～35 国会 

（1）①：国権
こっけん

 ②：立法
りっぽう

  （2）①：4 ②：30  （3）衆議院の優越
ゆうえつ

  （4）常会
じょうかい

(通常国会) 

（5）①：〇 ②：3 分の 2 以上 ③：〇 ④：両院
りょういん

協議会  （6）内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

  （7）国政
こくせい

調査
ちょうさ

権 

※（3）衆議院の方が任期が短く解散もあるため, 国民の意見 （4） 

とより強く結びついていると考えられているから。 

 

P35 内閣 

（1）①：国
こく

務
む

大
だい

臣
じん

 ②：国会議員  （2）閣
かく

議
ぎ

  （3）ウ   

（4）議
ぎ

院
いん

内
ない

閣
かく

制
せい

  （5）①：10 ②：総
そう

辞
じ

職
しょく

  （6）規
き

制
せい

緩
かん

和
わ

 

※（3）ウは国会の仕事。その他の内閣の仕事は, 法律案の作成, 天皇の国事行為への助言と承認など。 

常会 毎年１月中に召集される。 

特別会 衆議院の総選挙後 30 日以内に召集される。 

臨時会 必要に応じて召集される。 

参議院の 
緊急集会 

 衆議院の解散中, 緊急の必要があるとき, 
内閣が召集する。 

 

キ
リ
ト
リ
✂ 

せ ろん 
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P36 裁判所 

（1）①：控
こう

訴
そ

 ②：上告
じょうこく

  （2）司
し

法
ほう

権  （3）違
い

憲
けん

審
しん

査
さ

  （4）国
こく

民
みん

審
しん

査
さ

 

（5）①：民
みん

事
じ

 ②：原告
げんこく

  （6）検察
けんさつ

官  （7）裁
さい

判
ばん

員
いん

制
せい

度
ど

  （8）国の権力が集中することを防ぎ 

※（1）裁判を慎重に行い, 人権を守るために三審制がとられている。 

（2）すべての裁判官は自らの良心に従って独立して裁判を行い, 憲法および法律にのみ拘束される。 

 （3）最高裁判所は, 法律などが合憲か違憲かの最終決定権をもっていることから「憲法の番人」と呼ばれる。 

 

P36～37 地方自治 

（1）①：地方
ち ほ う

自治
じ ち

 ②：民主主義の学校  （2）地方分権
ぶんけん

  （3）ウ  （4）条
じょう

例
れい

   

（5）直接選挙  （6）都道府県知事：30 歳以上 市町村長：25 歳以上  （7）イ  

（8）①：3 分の 1 ②：50 分の 1  （9）地
ち

方
ほう

交
こう

付
ふ

税
ぜい

交
こう

付
ふ

金
きん

  （10）国
こっ

庫
こ

支
し

出
しゅつ

金
きん

   

※（3）法律の制定は国会の仕事。 （7）地方議会と首長は, たがいを抑制
よくせい

し, 均衡
きんこう

を保
たも

つ関係にある。 

 （8）首長・議員の解職(リコール)は選挙管理委員会に, 条例の制定・改廃は首長に請求する。（直接請求権） 

 

P37 消費と流通 

（1）①：財
ざい

 ②：サービス  （2）①：消
しょう

費
ひ

支
し

出
しゅつ

 ②：貯
ちょ

蓄
ちく

  （3）ケネディ大統領   

（4）製造物
せいぞうぶつ

責任法
せきにんほう

(PL 法)  （5）クーリング・オフ  （6）流
りゅう

通
つう

   

※（6）小売業者などは, 商品を生産者から直接仕入れて流通費用の削減を図るなどの流通の合理化に努めている。 
 

P38 生産と労働 

（1）中
ちゅう

小
しょう

企
き

業
ぎょう

  （2）ベンチャー企業  （3）株式会社  （4）①：配当
はいとう

 ②：株主
かぶぬし

総会
そうかい

   

（5）社会的
しゃかいてき

責任
せきにん

  （6）労働
ろうどう

基準法
きじゅんほう

  （7）ワーク・ライフ・バランス  （8）非
ひ

正
せい

規
き

労働者 

※（1）製造業では出荷額の約 50％, 従業員数の約 70％が中小企業。また, 企業は私企業と公企業に分類される。 

 （4）株式会社が倒産した場合, 株主(株式を購入した人)は出資した金額以上を負担しなくてよい。（有限責任） 

 

P38～39 価格と金融 

（1）需要
じゅよう

曲線 （2）均衡
きんこう

価格 （3）①：供 給
きょうきゅう

 ②：需要 ③：下がる （4）①：減少 ②：上昇 

（5）独占
どくせん

  （6）①：独占禁止 ②：公
こう

正
せい

取
とり

引
ひき

委
い

員
いん

会
かい

  （7）公共料金  （8）間接
かんせつ

金融
きんゆう

  （9）発券
はっけん

 

（10）①：インフレーション ②：デフレーション （11）①：増やす ②：減らす （12）①：円安
えんやす

 ②：有利 

※（3）需要量＞供給量のときは価格が上がり, 需要量＜供給量のときは価格が下がる。価格は均衡価格で落ち着く。 

（9）政府の資金を出し入れするため政府の銀行, 銀行へお金の貸し出しをするため銀行の銀行とも呼ばれる。 

 （12）1 ドル 100 円→1 ドル 110 円：円安(輸出増, 輸入減), 1 ドル 100 円→1ドル 90円：円高(輸出減, 輸入増) 

 

P39～40 財政と社会保障 

（1）A：賃金
ちんぎん

 B：税金  （2）①：直接 ②：間接  （3）累
るい

進
しん

課
か

税
ぜい

  （4）公債
こうさい

  （5）社会保障
ほしょう

   

（6）①：不 ②：好  （7）社会資
し

本
ほん

  （8）①：社会保
ほ

険
けん

 ②：公
こう

的
てき

扶
ふ

助
じょ

 ③：社会福
ふく

祉
し

 ④：公衆衛
えい

生
せい

 

※（2）消費税は収入に関係なく一定の税率で税を負担するので，所得が低い人ほど所得に占める税金の割合が高い。 

 （5）高齢者の割合が増えているため, 年金や医療費などの高齢者の生活を支える社会保障関係費は増加傾向にある。  
 

P40 地球社会 

（1）安
あん

全
ぜん

保
ほ

障
しょう

理
り

事
じ

会
かい

  （2）拒
きょ

否
ひ

権  （3）PKO  （4）①：UNESCO
ユ ネ ス コ

 ②：WHO   

（5）持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

  （6）①：京都 ②：パリ 

※（1）国際連合の本部はニューヨーク。 （5）気候変動枠組条約なども調印された。 


